
国　税／ 7月分源泉所得税の納付 8月10日
国　税／ 6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 8月31日
国　税／ 12月決算法人の中間申告 8月31日
国　税／ 9月、12月、3月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合） 8月31日
国　税／ 個人事業者の消費税等の中間申告 8月31日
地方税／個人事業税第1期分の納付
 都道府県の条例で定める日
地方税／個人住民税第2期分の納付
 市町村の条例で定める日

8 2017（平成29年）

法定相続情報証明制度　相続人が登記所に対し、被相続人が生まれてから亡くなるま
での戸籍関係の書類等と、この書類の記載に基づく法定相続情報一覧図を提出し確認さ
れると、認証文付きの法定相続情報一覧図の写しが無料で交付される制度。本年５月29
日から始まっており、相続登記や預貯金の払い戻し等の相続関係手続に利用できます。

ワンポイント◆ 8月の税務と労務 8月 （葉月）AUGUST

11日・山の日
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８月号─2

　
自
動
車
部
品
製
造
の
会
社
を

経
営
し
て
い
る
者
で
す
。
今
後

自
動
車
は
自
動
運
転
に
な
る
方

向
の
よ
う
で
す
が
、
現
状
で
の

動
向
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
自
動
運
転
は
現
在
、
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
運
転
は
、

自
動
車
関
連
産
業
の
構
造
変
化
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
自
動
運
転
に
は
様
々
な
ハ

ー
ド
ル
が
あ
り
、
今
の
動
き
は
一
時

的
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、

普
及
は
相
当
先
の
こ
と
だ
と
い
う
見

方
も
あ
り
ま
す
。

◎
自
動
運
転
の
「
レ
ベ
ル
」

　
自
動
運
転
に
は
、レ
ベ
ル
が
あ
り
、

イ
メ
ー
ジ
や
実
現
時
期
が
大
き
く
違

っ
て
き
ま
す
。
自
動
運
転
を
「
自
動

車
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
運
転
と
い
う
行

為
」
と
し
て
捉
え
る
と
現
段
階
で
の

レ
ベ
ル
は
先
進
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
レ
ベ
ル
１
か
ら
２
の
個
別

機
能
拡
充
段
階
と
な
り
ま
す
。
基
本

的
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
限
定
空

間
（
駐
車
場
・
高
速
道
路
等
）、
限

定
機
能
（
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
・
オ
ー
ト
ク
ル
ー
ズ
等
）
の
積
み

上
げ
を
考
え
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
完
全
自
動
運
転
」
ま
で
に
は
、
ま

だ
相
当
な
年
月
が
か
か
る
よ
う
で
す
。

日
系
・
欧
州
系
の
メ
ー
カ
ー
で
は
ド

ラ
イ
バ
ー
が
存
在
す
る
状
態
の
レ
ベ

ル
３
を
目
標
と
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
は
無
人
運
転
状
態
の
レ
ベ
ル

４
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

◎
自
動
運
転
の 

　メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

　
こ
こ
で
自
動
運
転
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

１
　
交
通
事
故
の
減
少

２
　
渋
滞
の
解
消

３
　
運
転
か
ら
の
解
放

４
　
迷
惑
運
転
の
減
少

自動運転に関するアンケートより抜粋（アンケート対象者：運転免許保持者、交通事故経験者等）
区　分 設　問 代表的意見

車の自動走行システムに
ついて

自動走行システムに期待すること 交通事故の削減

自動走行システムの利用意向 疲れているときなどは、利用したい

自動走行システムに対する懸念 自動走行システムの性能が十分でな
い場合、交通事故が発生しないか

出所：日本能率協会総合研究所の「自動走行調査報告書」（平成27年度警察庁委託事業）

安全運転支援システム・自動走行システムの定義（官民ITS構想・ロードマップ2016より抜粋）
分　類 概　要 責任関係 左記を実現するシステム

情報提供型 ドライバーへの注意喚起等 ドライバー責任
安全運転支援システム

自
動
制
御
活
用
型

レベル１
（単独型）

加速・操舵・制動のいずれか
の操作をシステムが行う状態 ドライバー責任

レベル２
（システムの
複合化）

加速・操舵・制動のうち複数
の操作を一度にシステムが行
う状態

ドライバー責任

準自動走行
システム

自動走行
システム

レベル３
（システムの
高度化）

加速・操舵・制動を全てシス
テムが行い、システムが要請
した時のみドライバーが対応
する状態

システム責任
（自動走行モード中）

レベル４
（完全自動走行）

加速・操舵・制動を全てシス
テムが行い、ドライバーが全
く関与しない状態

システム責任 完全自動走行
システム

自動車・
自動運転の
　　　行方

自動車・
自動運転の
　　　行方



3─８月号

５
　
最
高
速
度
制
限
の
緩
和

６
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
増
加
で

車
の
数
が
減
少

７
　
駐
車
場
用
地
の
有
効
活
用

８
　
道
路
の
標
識
・
信
号
が
減
り
景

観
が
向
上

９
　
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
搭
載
に
よ
り

車
両
盗
難
の
減
少

10
　
車
内
が
広
が
り
快
適
に

11
　
運
転
手
の
定
義
が
変
わ
る

　
…
高
齢
者
も
自
由
に
車
の
利
用
が

で
き
る

12
　
自
動
車
保
険
が
安
く
な
る

13
　
燃
費
や
車
両
寿
命
の
向
上

　
…
一
定
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
の
操

作
で
燃
費
や
車
両
の
寿
命
の
向
上

に
つ
な
が
る

【
デ
メ
リ
ッ
ト
】

１
　
事
故
発
生
時
の
責
任
問
題

２
　
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ
の
機
能
向

上
が
必
要

３
　
運
転
手
の
技
術
不
足

　
…
完
全
な
自
動
運
転
技
術
が
確
立

で
き
る
か
ど
う
か
ま
だ
不
明

４
　
事
故
が
起
こ
ら
ざ
る
を
得
な
い

場
合
の
判
断
基
準

　
…
緊
急
時
の
コ
ー
ス
や
動
作
の
選

択
を
ど
う
す
る
の
か
、
ソ
フ
ト
が

そ
こ
ま
で
判
断
で
き
る
か
。
非
常

に
複
雑
な
問
題

５
　
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

自
動
車
関
連
産
業
・
道
路
交
通
関

連
産
業
の
就
業
人
口
激
減

　
…
平
成
二
十
六
年
現
在
、
自
動
車

関
連
の
就
業
人
口
五
五
〇
万
人

６
　
ド
ラ
イ
バ
ー
不
要
で
、
低
コ
ス

ト
で
の
兵
器
化
に
よ
る
テ
ロ
増
加

へ
の
懸
念

◎
デ
ー
タ
収
集
し
テ
ス
ト
コ
ー
ス
・ 

　公
道
で
試
験
走
行

　
上
記
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
慮
し
て
、
現
在
、
自
動
運
転
の

車
を
テ
ス
ト
コ
ー
ス
や
公
道
で
走
ら

せ
て
デ
ー
タ
を
吸
い
上
げ
、
こ
れ
を

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
分
析
、
ふ
た
た

び
テ
ス
ト
コ
ー
ス
・
公
道
で
試
す
と

い
う
繰
り
返
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
よ
り
条
件
の
悪
い
道
で
の

走
行
を
着
実
に
ク
リ
ア
し
て
信
頼
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
動
走
行
の
開
発
を

進
め
る
に
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
だ
け

で
な
く
Ｉ
Ｔ
企
業
等
の
技
術
も
重
要

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
動
車
事
業

が
ノ
ン
コ
ア
事
業
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
各
メ
ー
カ
ー
も
研
究
開

発
意
欲
が
旺
盛
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
自
動
車
研
究
所
が
保

有
す
る
共
用
テ
ス
ト
コ
ー
ス
の
活
用

に
よ
り
試
験
の
設
備
を
確
保
し
て
い

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

自
動
運
転
の
研
究
開
発
競
争
が
激
化

す
る
な
か
で
、
日
系
自
動
車
メ
ー
カ

ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
競
争
を
勝

ち
抜
く
た
め
に
は
共
用
テ
ス
ト
コ
ー

ス
と
自
社
で
保
有
す
る
テ
ス
ト
コ
ー

ス
の
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
、
各
メ

ー
カ
ー
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

設
備
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

◎
国
内
メ
ー
カ
ー
の
取
組
み

　
日
本
国
内
で
の
取
組
み
と
し
て
は

日
産
自
動
車
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
操

作
し
な
く
て
も
走
る「
自
動
運
転
車
」

を
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
発
売
す
る
と

発
表
し
て
い
ま
す
。
車
に
搭
載
し
た

多
数
の
セ
ン
サ
ー
と
カ
メ
ラ
が
車
線

や
歩
行
者
、
信
号
な
ど
の
状
況
を
認

識
し
、
シ
ス
テ
ム
が
自
動
で
運
転
を

行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
道
路
の
レ
ー

ン
検
知
シ
ス
テ
ム
と
車
同
士
の
無
線

通
信
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
シ
ス
テ

ム
を
実
験
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ン
ダ
は
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
で
培

っ
た
技
術
を
応
用
し
て
い
ま
す
。
車

搭
載
の
カ
メ
ラ
で
周
囲
の
人
の
動
き

を
分
析
し
、
危
険
を
認
識
し
た
場
合

は
ブ
レ
ー
キ
を
自
動
で
か
け
ま
す
。

ま
た
歩
行
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

組
み
込
ん
だ
専
用
ソ
フ
ト
と
車
が
通

信
し
、
接
触
を
避
け
る
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
二
〇

二
〇
年
の
実
現
を
目
途
に
し
て
い
ま

す
。

◎
地
域
企
業
と
大
手
企
業
と
の 

　マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る
機
会
に

　
ま
た
、
全
国
各
地
で
自
動
運
転
に

関
す
る
実
証
実
験
が
展
開
さ
れ
て
お

り
、
早
く
も
地
域
に
合
っ
た
自
動
運

転
の
ス
タ
イ
ル
が
模
索
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
自
治
体
が
旗
振
り
役
と
な

っ
て
、
地
域
企
業
の
自
動
運
転
車
関

連
技
術
分
野
へ
の
参
入
を
促
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
自
治
体
が
出
て
き
て

お
り
、
大
手
企
業
が
地
元
企
業
に
対

し
て
、
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
の
セ
ン

シ
ン
グ
や
画
像
処
理
、
車
両
制
御
な

ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
高
度
な
技
術
を
持
つ
各
地
の
中
小

企
業
に
と
っ
て
は
ま
た
と
な
い
、
大

手
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
る

機
会
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
ま
し
ょ
う
。



８月号─4

　
パ
ー
ト
収
入
は
給
与
所
得
と
さ
れ

ま
す
が
、
夫
婦
の
可
処
分
所
得
で
考

え
た
場
合
、
一
方
の
パ
ー
ト
収
入
が

年
百
万
円
を
超
え
て
い
く
と
、
可
処

分
所
得
が
む
し
ろ
減
少
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
積
年
の
問
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
就
労
調
整
対
策

と
い
う
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
九
年

度
税
制
改
正
で
は
、
配
偶
者
控
除
・

配
偶
者
特
別
控
除
の
見
直
し
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
以
下
、
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
て
み

ま
す
。

１
　
所
得
税
の
規
定

１
　
パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
税

　
パ
ー
ト
収
入
は
、
給
与
所
得
と
さ

れ
、
課
税
さ
れ
る
所
得
は
、
パ
ー
ト

の
年
収
か
ら
給
与
所
得
控
除
（
最
低

六
五
万
円
）
と
基
礎
控
除
（
三
八
万

円
）
な
ど
を
差
し
引
い
た
残
額
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
一
〇
三
万
円
以
下
で
あ

れ
ば
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

２
　
配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る

場
合

　
夫
が
主
た
る
所
得
者
で
あ
り
、
妻

が
パ
ー
ト
で
働
く
場
合
を
例
に
考
え

て
み
ま
す
と
、
平
成
二
十
九
年
ま
で

は
、
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
一
〇
三
万

円
ま
で
で
あ
れ
ば
、
夫
の
所
得
に
関

係
な
く
配
偶
者
控
除
（
三
八
万
円
）

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
が
平
成
三
十
年
か
ら
は
、
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
　
配
偶
者
控
除

　
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
老
人
控
除

対
象
配
偶
者
を
有
す
る
居
住
者
に
適

用
す
る
配
偶
者
控
除
に
つ
い
て
、
担

税
力
の
調
整
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
、

そ
の
居
住
者
本
人
の
所
得
に
応
じ
て

制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す（
図
表
１
）。

そ
し
て
、
合
計
所
得
金
額
が
一
、〇
〇
〇

万
円
を
超
え
る
居
住
者
に
つ
い
て
は
、

配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

②
　
配
偶
者
特
別
控
除

　
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
は
三
八
万

円
超
一
二
三
万
円
以
下
（
改
正
前
三

八
万
円
超
七
六
万
円
未
満
）
と
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
給
与
所
得
だ
け
の

配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
給
与
収
入
二

〇
一
万
円
（
改
正
前
一
四
一
万
円
）

ま
で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
特
別
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
三
八
万
円
の
控
除
額
が
適

用
さ
れ
る
配
偶
者
の
給
与
収
入
の
上

限
額
が
一
五
〇
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
（
図
表
２
、３
）。

　
ま
た
、
配
偶
者
控
除
と
同
様
、
配

偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て
も
、
居
住

者
本
人
の
所
得
に
応
じ
て
図
表
２
に

掲
げ
る
新
た
な
制
限
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
改
正
前
の
と
お
り
、

合
計
所
得
金
額
が
一
、〇
〇
〇
万
円

を
超
え
る
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
配

偶
者
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
り
ま
せ

ん
。

※
　
個
人
住
民
税
の
配
偶
者
控
除
、

配
偶
者
特
別
控
除
で
も
、
同
様
の

措
置
が
平
成
三
十
一
年
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。

２
　
住
民
税
の
規
定

　
住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
は
三
五

万
円
と
所
得
税
の
基
礎
控
除
よ
り

三
万
円
低
い
の
で
、
パ
ー
ト
年
収
が

一
〇
〇
万
円
以
下
で
す
と
、
給
与
所

得
が
三
五
万
円
以
下
と
な
り
、
住
民

税
の
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
（
均

等
割
は
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）。

３
　
社
会
保
険
の
規
定

１
　
一
〇
六
万
円
の
壁

　
平
成
二
十
八
年
十
月
よ
り
短
時
間

労
働
者
に
対
す
る
厚
生
年
金
（
社
会

保
険
）
適
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
次

の
全
て
の
基
準
を
満
た
す
場
合
、
勤

務
先
で
社
会
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
手
取
り

収
入
が
減
少
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。

①
　
労
働
時
間
が
週
二
〇
時
間
以
上

で
あ
る
こ
と

②
　
一
か
月
の
賃
金
が
八・八
万
円（
年

収
一
〇
六
万
円
）
以
上
で
あ
る
こ

パ
ー
ト
の
収
入
と

　
　
　
　
課
税
・
社
会
保
険
関
係
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と
③
　
勤
務
期
間
が
一
年
以
上
見
込
ま

れ
る
こ
と

④
　
勤
務
先
が
従
業
員
五
〇
一
人
以

上
の
会
社
で
あ
る
こ
と

⑤
　
学
生
で
な
い
こ
と

２
　
一
三
〇
万
円
の
壁

　
前
記
④
に
該
当
し
な
い
中
小
企
業

に
勤
務
す
る
短
時
間
労
働
者
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
の
四
分
の
三
ル
ー

ル
が
適
用
さ
れ
一
日
八
時
間
、
月
二

〇
日
の
勤
務
日
数
の
場
合
、「
週
三

〇
時
間
以
上
労
働
、
月
一
五
日
以
上

労
働
」
で
社
会
保
険
に
加
入
と
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
、
年
収
一
三

〇
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
扶
養
基
準
を

満
た
す
た
め
、
社
会
保
険
の
「
一
三

〇
万
円
の
壁
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

４
　
総
合
的
検
討

　
前
記
の
ほ
か
、
夫
が
会
社
員
で
す

と
、
夫
の
会
社
の
家
族
手
当
に
も
影

響
す
る
の
で
、
家
族
手
当
の
支
給
基

準
な
ど
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
就
業
調
整
す

る
か
ど
う
か
は
、
職
場
や
家
族
環
境

と
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
等
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（図表 3）例納税者本人の給与収入が 1,120 万円以下の場合
　　　　　（合計所得金額が 900 万円以下の場合）

財務省資料

配偶者控除※ 配偶者特別控除

※老人配偶者控除の場合、
　48万円（現行制度どおり）

配偶者の給与収入
（合計所得金額）
（万円）

（万円）

103
（38）

141
（76）

150
（85）

155（90）

160（95）

167（100）

175（105）

183（110）

190（115）

197（120）
201（123）

201
（123）

38
36

31

26

21

16

11

6
3
0

（図表１）平成30年からの配偶者控除

居住者の合計所得金額
控除額

控除対象配偶者 老人控除対象配偶者
900万円以下 38万円 48万円

900万円超   950万円以下 26万円 32万円
950万円超1,000万円以下 13万円 16万円

（図表２）平成30年からの配偶者特別控除

配偶者の合計所得金額
本人の合計所得金額と控除額

900万円以下 900万円超
950万円以下 950万円超

38万円超  85万円以下 38万円 26万円 13万円
85万円超  90万円以下 36万円 24万円 12万円
90万円超  95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超100万円以下 26万円 18万円 9万円
100万円超105万円以下 21万円 14万円 7万円
105万円超110万円以下 16万円 11万円 6万円
110万円超115万円以下 11万円 8万円 4万円
115万円超120万円以下 6万円 4万円 2万円
120万円超123万円以下 3万円 2万円 1万円
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日
本
の
高
齢
化
は
世
界
に
類
を
み

な
い
速
度
で
進
み
、
二
〇
三
〇
年
に

は
総
人
口
の
約
三
人
に
一
人
が
六
十

五
歳
以
上
の
高
年
齢
者
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
年
齢
者
が
健
康
で
、

意
欲
と
能
力
が
あ
る
限
り
年
齢
に
か

か
わ
り
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に

設
け
ら
れ
た
高
年
齢
者
雇
用
対
策

（「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」
よ
り
）

と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
「
労
働
契
約

法
」
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
触
れ
て
い

き
ま
す
。

一

　高
年
齢
者
雇
用
対
策

　
高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

①

　定
年
の
年
齢

　
労
働
者
の
定
年
を
定
め
る
場
合
は
、

そ
の
定
年
年
齢
は
六
十
歳
以
上
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②

　高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置

　
定
年
年
齢
を
六
十
五
歳
未
満
に
定

め
て
い
る
事
業
主
は
、
雇
用
す
る
高

年
齢
者
の
六
十
五
歳
ま
で
の
安
定
し

た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の
い

ず
れ
か
の
措
置
（「
高
年
齢
者
雇
用
確

保
措
置
」
と
い
い
ま
す
）
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
六
十
五
歳
ま
で
の
定
年
の
引
上
げ

・
六
十
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
泫

の
導
入

・
定
年
の
廃
止

泫
　「
継
続
雇
用
制
度
」
と
は

　
　
例
え
ば
、
定
年
の
年
齢
は
六
十

歳
の
ま
ま
と
し
、
雇
用
し
て
い
る

従
業
員
が
希
望
し
た
場
合
、
定
年

後
も
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
制
度

を
い
い
ま
す
。
以
前
は
労
使
間
の

協
定
で
継
続
雇
用
の
基
準
を
定
め
、

継
続
雇
用
の
対
象
者
を
限
定
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に

よ
り
、平
成
二
十
五
年
度
以
降
は
、

原
則
と
し
て
希
望
者
全
員
を
対
象

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
十
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度

に
つ
い
て
は
、
次
の
項
目
で
も
う
少

々
掘
り
下
げ
て
み
て
い
き
ま
す
。

二

　六
十
五
歳
ま
で
の 

　
　
　
　
　
　継
続
雇
用
制
度

　
定
年
後
の
継
続
雇
用
に
関
す
る
留

意
点
を
い
く
つ
か
触
れ
て
い
き
ま
す
。

①

　希
望
者
全
員
の
継
続
雇
用

　
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
と
し
て

継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合
に

は
、
希
望
者
全
員
を
対
象
泫
と
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

泫
　
経
過
措
置

　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
に
、

労
使
協
定
に
よ
り
継
続
雇
用
制
度

の
対
象
と
な
る
者
の
基
準
を
定
め

て
い
た
事
業
主
に
つ
い
て
は
、
経

過
措
置
と
し
て
、
六
十
五
歳
未
満

の
老
齢
厚
生
年
金
（
報
酬
比
例
部

分
）
の
支
給
開
始
年
齢
（
男
女
と

も
男
性
の
支
給
開
始
年
齢
を
使
用
）

以
上
の
者
に
限
り
、
そ
の
基
準
を

用
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
　
な
お
、
心
身
の
故
障
の
た
め
業

務
に
堪
え
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
勤
務
状
況
が
著
し
く
不

良
で
引
き
続
き
従
業
員
と
し
て
の

職
責
を
果
た
し
得
な
い
こ
と
な
ど

就
業
規
則
に
定
め
る
解
雇
事
由
又

は
退
職
事
由
に
該
当
（
客
観
的
に

み
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
、
社

会
通
念
上
相
当
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
を
要
し
ま

す
）
す
る
場
合
に
は
、
継
続
雇
用

し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②

　労
働
条
件
等

　
継
続
雇
用
を
す
る
際
の
条
件
は
、

最
低
賃
金
な
ど
の
雇
用
に
関
す
る
ル

ー
ル
の
範
囲
内
で
、
事
業
主
と
労
働

者
の
間
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
定
年
年
齢
到
達
前
の
待
遇
に
よ
り

六
十
五
歳
ま
で
継
続
雇
用
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
契
約
期
間
を
一
年
ご
と
に

更
新
す
る
こ
と
や
、
労
働
日
数
や
労

働
時
間
、
賃
金
そ
の
他
の
条
件
を
変

更
し
た
う
え
で
雇
用
す
る
こ
と
も
認

め
ら
れ
ま
す
。

③

　合
意
に
至
ら
な
い
と
き

　
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
継
続
雇
用
制
度

の
導
入
で
あ
っ
て
、
定
年
到
達
者
の

希
望
に
合
致
し
た
労
働
条
件
で
の
雇

用
を
義
務
づ
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
事
業
主
の
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲

の
条
件
を
提
示
し
て
い
れ
ば
、
労
使

間
で
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
の
合
意

が
得
ら
れ
ず
結
果
的
に
労
働
者
が
継

続
雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と

し
て
も
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
違

反
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
年
後
の

　
　継
続
雇
用



7─８月号

④

　継
続
雇
用
先
の
範
囲

　
継
続
雇
用
は
、
自
社
内
で
引
き
続

き
雇
用
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
一
定
要

件
を
満
た
す
グ
ル
ー
プ
会
社
（「
特

殊
関
係
事
業
主
」
と
い
い
ま
す
）
に

お
い
て
雇
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
特
殊
関
係
事
業
主
と
さ
れ
る
の
は
、

次
の
法
人
等
で
す
。

・
元
の
事
業
主
の
子
法
人
等

・
元
の
事
業
主
の
親
法
人
等

・
元
の
事
業
主
の
親
法
人
等
の
子
法

人
等

・
元
の
事
業
主
の
関
連
法
人
等

・
元
の
事
業
主
の
親
法
人
等
の
関
連

法
人
等

　
継
続
雇
用
の
範
囲
を
グ
ル
ー
プ
会

社
に
ま
で
拡
大
す
る
際
に
は
、
元
の

事
業
主
と
特
殊
関
係
事
業
主
と
の
間

で
「
継
続
雇
用
制
度
の
対
象
と
な
る

高
年
齢
者
を
定
年
後
に
特
殊
関
係
事

業
主
が
引
き
続
い
て
雇
用
す
る
こ
と

を
約
す
る
契
約
」
を
締
結
し
、
こ
の

事
業
主
間
の
契
約
に
基
づ
き
、
元
の

事
業
主
の
定
年
退
職
者
を
継
続
雇
用

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
主
間
の
契
約
を
締
結
す
る
方

式
は
自
由
で
す
が
、
紛
争
防
止
の
観

点
か
ら
、
書
面
に
よ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
。

三

　企
業
動
向

　
定
年
後
の
継
続
雇
用
に
関
す
る
企

業
動
向
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

①

　継
続
雇
用
後
の
給
与
水
準

　
定
年
到
達
時
と
継
続
雇
用
中
の
給

与
を
比
較
し
た
結
果
に
つ
い
て
の
企

業
割
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
増
加
、
変
化
せ
ず
、
二
〇
％
未
満

の
減
少
…
一
五
％

・
二
〇
か
ら
三
〇
％
未
満
の
減
少
…

一
七
％

・
三
〇
か
ら
四
〇
％
未
満
の
減
少
…

二
三
％

・
四
〇
か
ら
五
〇
％
未
満
の
減
少
…

二
二
％

・
五
〇
％
以
上
の
減
少
…
一
六
％

　
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
五
〇
人

未
満
企
業
で
は
給
与
を
二
〇
％
未
満

の
減
少
と
す
る
企
業
割
合
が
最
も
多

く（
二
三
％
）、千
人
以
上
企
業
で
は
、

五
〇
％
以
上
の
減
少
と
す
る
企
業
が

三
七
％
を
占
め
、
企
業
規
模
が
大
き

く
な
る
ほ
ど
給
与
水
準
の
減
少
幅
が

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

②

　勤
務
日
数
・
時
間

　
定
年
前
後
の
勤
務
日
数
・
時
間
の

変
化
は
次
の
と
お
り
で
す
（
複
数
回

答
）。

・
日
数
、
時
間
と
も
変
化
な
し
…
八

六
％

・
日
数
は
減
ら
し
、
時
間
は
減
ら
さ

な
い
…
二
七
％

・
日
数
は
減
ら
さ
ず
、
時
間
を
減
ら

す
…
一
八
％

・
日
数
も
時
間
も
減
ら
す
…
一
八
％

（
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
「
高
年
齢
社
員
や
有
期
契

約
社
員
の
法
改
正
後
の
活
用
状
況
に

関
す
る
調
査
」
よ
り
）

四

　無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
例

　
有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
、
継
続

雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
有
期
労
働

契
約
が
通
算
で
五
年
を
超
え
て
反
復

更
新
さ
れ
た
と
き
に
、
労
働
者
の
申

込
み
に
よ
り
、
無
期
労
働
契
約
に
転

換
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
労
働
契
約
法
に
よ
る
「
無

期
転
換
ル
ー
ル
」
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
平
成
二
十
五
年
四
月
以
後
に
開

始
す
る
有
期
労
働
契
約
が
対
象
と
さ

れ
ま
す
。

　
定
年
年
齢
に
達
し
た
後
に
有
期
労

働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
き
も
、

こ
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

継
続
雇
用
す
る
高
年
齢
者
の
特
性
に

応
じ
た
雇
用
管
理
の
特
別
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
無
期
転
換

に
関
す
る
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す

（
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
し
な
い
）。

①

　特
例
の
申
請

　
特
例
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

本
社
ま
た
は
本
店
を
管
轄
す
る
都
道

府
県
労
働
局
に
対
し
、
雇
用
管
理
措

置
に
関
す
る
計
画
（「
第
二
種
計
画

認
定
・
変
更
申
請
書
」）
の
認
定
申

請
を
し
ま
す
。

　
様
式
は
厚
生
労
働
省
や
都
道
府
県

労
働
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
申
請
書
の
記

載
案
内
お
よ
び
特
例
の
対
象
者
に
講

ず
る
雇
用
管
理
措
置
の
例
は
同
省
が

発
行
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
よ
り
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②

　特
例
の
効
果
な
ど

・
　
都
道
府
県
労
働
局
長
の
認
定
を

受
け
た
場
合
は
、
既
に
定
年
年
齢

を
過
ぎ
、
有
期
労
働
契
約
に
よ
り

勤
務
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て

も
特
例
の
対
象
（
無
期
転
換
の
申

込
権
は
生
じ
な
い
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
認
定
前
に
労
働
者
が
無

期
転
換
申
込
権
を
行
使
し
た
場
合

は
、
そ
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
特

例
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
　
認
定
申
請
は
、
毎
年
行
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
定
さ
れ
た

計
画
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

計
画
の
変
更
申
請
を
行
い
ま
す
。



　2015年の総務省の「労働力調査」では、
雇用者総数5,284万人のうち、正社員は前
年比で26万人増えて3,304万人となりま
した。正社員が増えるのはリーマンショッ
クが起きた2008年以来、８年振りです。
　一方、非正社員は18万人増えて1,980
万人となりました。増加総数は44万人と
なりますが正社員の増加数が非正社員の増
加数を上回ったのは21年振りです。
　これまでの正社員減少について、簡単に
振り返ってみます。
　2013年３月、政府の産業競争力会議の
中でコンビニエンスＬ社・Ｎ社長（当時）は、
「人材の過剰在庫は存在する」「組織全体で
迷惑をかけている人に対して解雇が会社と
して検討しやすくなる柔軟な要件を入れる
など検討して頂きたい」と述べています。
　一方、2015年８月、国会で正社員とは
何か、という質問がありました。「正社員

ということに対して法律については定義が
なく、正社員像というものをつくっていか
なくてはならないと思う」とのＫ議員の問
いに、スウェーデンの家具メーカー「イケ
ア」の日本法人、イケア・ジャパンのＩ氏
は「日本人ではない人たちに説明するとき、
彼らが理解できなかった言葉、それが正社
員であった」と答え、個人的な意見である
が、と前置きしながら「正社員という言葉
には差別や公平性の欠如が浮き彫りになっ
ている」と発言。
　Ｉ氏の発言の主旨は「どんな職務を遂行
しているか」ではなく、正社員か非正社員
かという雇用形態で大きな待遇差がつけら
れていることは国際感覚に合わない、とい
うことです。
　正社員・非正社員の問題を中小企業経営
者が打開するのに必要なのは、一つは「事
業の独立性」、特に価格決定権、もう一つ
は「一人一人の能力の発揮」と「労働環境改
善」の同時進行であり、結果は雇用者の正
社員化が目指すべき方向であると考えます。

正社員としての雇用

　カフェに行くと、高校生がよく自習をし
ているのを見かけます。一人で黙々と勉強
している学生もいますし、友達同士で勉強
を教え合っている学生もいます。このお互
いに勉強を教え合うのが良いのか悪いの
か？
　結論から言うと「教える」「教え合う」と
いうことが勉強法、そして記憶法としても
最高の効果があります。
　他の人に「言葉でわかり易く説明できる」
ということは、頭の中でその内容が十分に
理解され、ストーリー化されていることを
意味します。
　ストーリー化された記憶は、忘れづらく、
いつまでもしっかりとした記憶として定着
します。人に教えていると、「うまく説明
できないな」「十分に理解できていないな」
と気付きます。
　従って、「教える」ことは、自身の記憶
の強化だけではなく、理解しているか否か
のチェックにもなっているのです。

効果的な「記憶法」　
ス
ト
レ
ス
に
悩
み
メ
ン
タ
ル
不
調

に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。

　
そ
の
違
い
は
、
実
際
に
ス
ト
レ
ス

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
で
あ

る
、と
産
業
医
・Ｔ
氏
は
言
い
ま
す
。

　
仕
事
が
早
く
終
わ
り
家
に
早
く
帰

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、
家
族
と

過
ご
せ
る
、
趣
味
の
時
間
が
持
て
る

等
と
考
え
る
人
が
い
る
一
方
、「
家

に
帰
る
と
、
家
事
を
頼
ま
れ
る
だ
け

だ
し
…
」
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
。

　
企
業
内
で
は
、「
あ
の
部
長
！
」

と
か
「
職
場
が
」
な
ど
と
、
ス
ト
レ

ス
と
な
る
不
満
の
原
因
探
し
や
、
過

去
に
注
意
が
向
い
て
し
ま
う
の
が
、

ス
ト
レ
ス
に
悩
む
人
の
典
型
例
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト
レ
ス
は
緊
張
と

弛
緩
で
い
う
と
こ
ろ
の
緊
張
で
す
か

ら
、
皆
そ
れ
ら
は
ス
ト
レ
ス
と
な
り

え
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
、
良
い
も

悪
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ト
レ
ス
に
悩
ま
な
い
人
は
、
状

況
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
る
だ

け
な
の
で
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
に
悩
ま
な
い
人
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